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●人体の構造と機能

表 2 出題基準分類表

Ａ 人体の基本構成�．細胞・組織・器官

第 22 回
(2013)小項目大項目節 第 23 回

(2014)

�

第 21 回
(2012)

Ｃ 組織

Ｂ 器官

第 25 回
(2016)

Ｅ 遺伝子と遺伝情報

Ｄ 細胞

Ａ 心臓�．循環器系

Ａ 呼吸器の構造�．呼吸器系

Ｃ リンパ系

③

Ｂ 血管系 ③

Ｂ 中枢神経系

Ａ 神経細胞と神経組織�．神経系

Ｄ 自律神経系

Ｃ 末梢神経系

�．人体の構成成分

Ｂ 骨の連結

②Ａ 骨格�．運動器系

Ｄ 姿勢

Ａ 体液の組成と恒常性維持

Ｃ 筋

Ｂ 一般体性感覚

①

Ａ 特殊感覚器の構造�．感覚器系

Ａ 消化器系の構造�．消化器系 �

Ａ 内分泌器官�．内分泌系

��

Ａ 女性生殖器系10．生殖器系

�

Ａ 泌尿器系の構造�．泌尿器系

Ａ 受精と着床11．発生

Ｂ 無機質

Ｂ 男性生殖器系

�

Ｃ 胎児の発育

Ｂ 胚葉

�

第 24 回
(2015)

(①は午前問題，�は午後問題，数字は問題番号を示す)

⑤

�

�

①

Ⅰ

人
体
の
構
造
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午後午前

☆☆ ☆☆☆

表 3 難易度一覧表-第 23回（2014 年）-

☆番号☆番号☆番号☆番号 ☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆

☆33

32

☆☆

☆☆

☆☆

51

☆☆

☆50

☆35

☆34

☆☆54

1

☆☆53

☆52

☆37

☆36

3

☆2

☆39

☆38

5

4

41

40

7

6

43

42

9

8

45

44

☆11

10

47

46

13

12

49

48

15

14

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

55

☆17

16 ☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

19

18

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

21

☆20

☆☆

☆☆

☆☆

23

22

☆☆

☆25

☆24

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

27

☆26

☆☆

☆☆

29

☆28

☆31

☆30

88

☆87

☆106

☆☆

☆☆105

☆90

89

☆☆109

☆56

☆☆108

☆☆107

☆92

☆91

☆58

57

☆94

93

60

☆59

96

☆95

☆62

61

98

97

☆64

☆63

100

99

☆66

☆65

102

101

68

☆67

☆104

☆103

☆70

69

☆☆

☆☆

110

☆72

☆71

☆☆

☆☆

☆74

73

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

76

75

☆☆

☆☆☆

☆☆

78

77

☆☆☆

☆☆

☆☆

80

☆79

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

82

☆81

☆☆

☆84

83

☆86

☆85

☆33

32

☆☆

☆☆

51

☆☆

☆50

35

34

☆☆54

☆☆☆

☆1

53

☆52

☆☆☆

37

36

3

2

39

38

☆5

4

41

40

7

6

43

42

☆9

☆8

45

44

11

☆10

☆47

☆46

13

☆12

49

48

15

☆14

☆☆

☆☆☆

55

17

16 ☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆

19

18

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

21

20

☆☆

☆☆

☆☆

☆23

☆22

☆☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆25

☆24

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆27

26

☆☆

☆☆

29

☆28

☆31

☆30

88

87

☆☆

☆☆

☆☆

106

☆☆☆

☆☆

☆☆105

90

89

☆☆☆109

56

☆☆108

☆☆107

92

91

58

57

☆94

93

60

59

96

95

62

61

98

☆97

64

63

100

99

66

65

102

101

68

67

104

103

☆70

69

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

110

☆72

☆71

☆☆

☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆74

73

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

76

☆75

☆☆

☆☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

78

77

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

80

79

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆

☆☆☆

82

81

☆☆☆

☆☆

☆84

☆83

☆86

85
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�はみられず自発痛と打診痛もない．診察の結果，

再修復を行うことになった．初診時の口腔内写

真（別冊午後 No. 4）を別に示す．

コンポジットレジン修復時に必要なのはどれか．

2つ選べ．

ａ ウェッジ

ｂ 光照射器

ｃ マトリックス

ｄ シェードガイド

別 冊

午後 No. 4 写真

〔問題 38〕コンポジットレジンに含まれるフィラーに

より向上するのはどれか．2つ選べ．

ａ 摩耗性

ｂ 重合収縮

ｃ 機械的強度

ｄ エックス線造影性

〔問題 39〕48 歳の女性．上顎左側臼歯部のブラッシン

グ時の疼痛を訴えて来院した．う�は認められ

なかった．初診時の口腔内写真（別冊午後 No.

5）を別に示す．

原因歯を特定するために行う検査として有効なの

はどれか．

ａ 打 診

ｂ 透照診

ｃ 擦過診

ｄ 歯髄電気診

別 冊

午後 No. 5 写真

〔問題 40〕9歳の女児．下顎左側第一大臼歯の痛みを訴

えて来院した．軟化象牙質を除去したところ点

状の露髄を生じた．露髄部を水酸化カルシウム

製剤で被覆し，グラスアイオノマーセメントで

仮封した．

この処置により形成が期待されるのはどれか．

ａ 象牙粒

ｂ 象牙質橋

ｃ 第三象牙質

ｄ 有細胞セメント質

〔問題 41〕下顎左側第二小臼歯の根管拡大中に根管を

エアシリンジで乾燥させたところ，頰部の腫脹

が生じ，触診すると捻髪音を発した．

生じたのは何か．

ａ 皮下気腫

ｂ 薬物アレルギー

ｃ シーラーの逸出

ｄ リーマーの破折

〔問題 42〕10 歳の男児．歯肉からの出血を訴えて来院

した．3日前から 38℃の発熱があるという．全顎

的に歯肉の腫脹と出血がみられた．

疑われる全身疾患はどれか．

ａ 肺 炎

ｂ 白血病

ｃ 心内膜炎

ｄ ネフローゼ症候群

〔問題 43〕51 歳の女性．下顎右側前歯の動揺を訴えて

来院した．下顎右側側切歯遠心部に深い歯周ポ

ケットを認めた．歯周基本治療後，同部に歯周外

科処置を行うことになった．初診時のエックス

線写真（別冊午後 No. 6A），不良肉芽組織除去後

の口腔内写真（別冊午後 No. 6B）及び縫合直前

の口腔内写真（別冊午後 No. 6C）を別に示す．

この手術で再生するのはどれか．2つ選べ．

ａ 歯槽骨

ｂ 象牙質

ｃ エナメル質

ｄ セメント質

328
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ントで窩洞に接着する修復法である．長所として色調

が天然歯に似ており，着色や変色がほとんど起こらな

いためメタルインレーと比較して審美性に優れる，唾

液などに溶解せず科学的に安定している，耐摩耗性に

優れる，熱や電気の不良導体である，歯髄や歯周組織

に対する為害作用がないことがあげられる．短所とし

て辺縁部の適合性がよくない，強度が小さい，金属の

ような伸展性がない，製作過程が煩雑である，色調を

合わせるためには熟練を要することがあげられる．

問題41 ｄ ☆☆

解 説 口腔内写真およびエックス線写真から，う窩

とう窩に歯髄炎が増殖しているのがわかる．問題文の

症状である咀嚼時の疼痛は，歯髄に硬いものが当たる

と疼痛を感じると考えられ，慢性増殖性歯髄炎である

と推測できる．歯根肉芽腫は，根尖に境界明瞭な円形

の透過像がみられ，急性化により自発痛を呈するほか

は症状はほとんどみられない．上行性歯髄炎は，歯周

ポケット経由で根尖から歯髄に感染して起こる歯髄炎

である．急性化膿性歯髄炎は深くなったう�が歯髄に

及び仮性露髄を呈し歯髄が細菌感染を起こす．拍動性

の自発痛と夜間痛が認められる．

◯類 21 回午後問題 37

問題42 ｃ ☆

解 説 コロナルリーケージは，クラウンなどの隙間

から細菌が根管内に侵入し，それが原因で根尖性歯周

炎を起こすことである．①は根管を消毒したにもかか

わらず，象牙細管内細菌が残存した場合の根尖性歯周

炎を示す．②は歯周ポケットからの感染による上行性

歯髄炎を示す．③はクラウンのマージンから細菌が侵

入したことによる根尖性歯周炎を示す．④は臨在歯の

根尖病変からの感染を示す．

問題43 ｄ ☆☆

解 説 口腔内写真では，上顎前歯の歯間乳頭部およ

び辺縁歯肉に壊死がみられる．問題文より，歯肉の自

発痛および接触痛を呈し，発熱および強い口臭を示す

ことから，壊死性潰瘍性歯周炎である．薬物性歯肉増

殖症は，特定の薬剤を常用する患者によくみられ，歯

肉の著しい線維性の増殖がみられる．歯肉増殖を起こ

す薬剤としては，抗てんかん薬であるフェニトイン（ダ

イランチン），降圧薬であるニフェジピン，免疫抑制剤

であるシクロスポリンが知られる．慢性剝離性歯肉炎

は，更年期の女性に多くみられ，口腔粘膜に偽膜が形

成され，自然剝離しやすい状態を呈する．擦過痛や刺

激性食物による痛みを訴える．原因は明らかにされて

いない．アレルギー性歯肉炎は，金属，レジンなどの

修復物や補綴装置の辺縁の歯肉炎がみられることがあ

る．

問題44 ａ，ｃ ☆☆☆

解 説 口腔内写真所見から，Aの初診時には乳頭歯

肉および辺縁歯肉の発赤や腫脹がみられていたが，B

の再評価時には発赤や腫脹は改善されている．歯肉の

退縮を伴い，付着歯肉幅は増えていない．歯周組織検

査よりプロービング時の出血している部位が減ってお

り，炎症の改善を示している．歯周ポケットの検査結

果に CEJ から歯肉辺縁までの距離を合算することで

アタッチメントレベルは算出できる．初診時と再評価

時の歯周組織検査結果を比較してアタッチメントレベ

ルのゲインがみられる部位はない．

問題45 ｃ ☆☆☆

解 説 咬合器は間接法による補綴装置の製作や咬合

の診査などに使用する．チェックバイト法は顎運動の

測定方法の一つであり，偏心運動（前方運動，側方運

動）を行わせ顆路（下顎頭が示す運動経路）の出発点

と，ある 1点とを結んだ直線が各基準平面となす角度

（顆路角，顆路傾斜度）を計測するものである．これに

より咬合器の顆路調節を行い顆路角が決定し，咬合器

を生体と同じように動かすことができる．筋電図は筋

が収縮するときに発生する活動電位を筋電計により計

測したものであり，補綴装置や顎口腔機能の評価に用

いる．開口量は開口時の上下中切歯間の距離であり，

開口障害の診断などに用いる．フェイスボウトランス

ファーは上顎模型を咬合器に装着するための操作であ

る．

◯類 22 回午後問題 45 24 回午前問題 46

問題46 ｂ，ｄ ☆

解 説 固定性補綴装置にはクラウンとブリッジがあ

る．咬合採得の方法は症例によって異なるが，残存歯

同士での咬合接触が得られており咬合が安定している

場合は，咬合面に咬合採得用の材料を介在させて咬合

採得を行う．材料としては，被膜が厚くならず，変形

量が少なく，ある程度の強度が必要であるため，ワッ

クスやシリコーンラバーを使用する．寒天やアルジ

ネートは印象採得には適しているが，強度に問題があ

るため咬合採得には適さない．また，咬合関係が安定

第 25 回（2016 年実施）歯科衛生士国家試験―解答・解説 345

解
答
・
解
説

第25回
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午後 No. 1（問題 2)

①
②

③
④

午後 No. 2（問題 4)

午後 No. 3（問題 9)

午後 No. 4（問題 37)

午後 No. 5（問題 39)

A

B

C

午後 No. 6（問題 43)

午後 No. 7（問題 44)

午後 No. 8（問題 45)


